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はじめに
　本ゼミは日本のインバウンド観光について研究している。インバウ
ンドとは、日本を訪れる外国人旅行客を誘致することを指す。私たち
のチームでは、昨年度はＪＮＴＯ（独立行政法人国際観光振興機構、
通称日本政府観光局）に焦点を当て、国レベルで行われているインバ
ウンド政策について調査したが、本年度は日本の地域における取り組
みとして、「観光圏」に焦点を当てて研究を進めた。
　平成 20年 10 月 1日に国土交通省に設置された観光庁のホームペー
ジによると、「観光圏」とは「自然、歴史、文化等において密接な関
係のある観光地同士が連携して２泊３日以上の滞在型観光に対応でき
るよう、観光地の魅力を高めようとする区域を指す」。つまり隣接し
た地域が協力し、観光の魅力を高め、宿泊をしてもらうことで、日帰
りでは行かないところまで足を運んでもらうことを試みている。観光
圏を運営する複数の団体は、情報提供の充実、宿泊の魅力向上、滞在
を促進するイベントの実施、移動の快適化・利便向上などの活動をし
ている。観光圏はその地域の団体が自主的に設定し、観光庁によって
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認定される。平成 22 年 7月 27 日現在で 45 地域が認定を受けており、
私たちはその中から伊勢志摩地域観光圏を選び、事前調査及びフィー
ルドワークを行った。本報告はこの調査研究の成果の一部である。（注1）　　
伊勢志摩地域観光圏
　私たちは「伊勢志摩観光振興プラン」によって、伊勢志摩地域観光
圏がインバウンド政策を行っていることを知った。例えばホームペー
ジは英語だけでなく、中国語（簡体字、繁体字）や韓国語でも閲覧でき、
このことから国際観光の振興に力を入れていると判断した。またこの
観光圏には、欧米・アジア両方のニーズを満たせる観光資源があると
考えた。日本の伝統や文化に関心のある欧米人にとっては伊勢神宮が
あり、一方で自然やショッピングに関心のあるアジア人にとっては、
タラソテラピーというリラクゼーションやミキモト真珠島がある。さ
らには、伊勢志摩地域が平成 20年から観光圏として認定されており、
今年は 3年目にあたるので取り組みの成果が見える頃ではないかと考
えた。そして伊勢神宮があるにも関わらず、外国人にとっては他の有
名観光地に比べると従来は知名度が高くないため、「観光圏」として
のインバウンドの取り組みの成果が顕著に表れているのではないかと
考えた。以上のことが私たちが伊勢志摩地域観光圏を選んだ理由であ
る。（注2）　　
　なお、伊勢志摩地域観光圏における取り組みは三重県の伊勢市、鳥
羽市、志摩市、南伊勢町を範囲とし、社団法人伊勢志摩観光コンベン
ション機構等が主に実施している。この団体による観光振興プランは、
平成 20年度から 25 年度までの 6年間を計画期間としている。その目
的の一つは「『住んでよし、訪れてよし』の満足度の高い地域づくり
を実現し、持続可能な地域を目指している」ことである。 （注3）　　
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フィールドワークからの考察
　私たちは平成 22 年 10 月 24 日から 26 日まで 2泊 3 日で現地での
フィールドワークを行った。そこで、観光圏を運営している団体（伊
勢市観光協会、伊勢志摩コンベンション機構、ミキモト真珠島、鳥羽
商工会議所）と、地域の代表として 4つの旅館（伊勢戸田家料庵、海月、
おく文、星出館）へ訪問インタビューを行い、また訪日外国人旅行客
にも街頭インタビューを実施した。
　以下このフィールドワークを通して私達が気づいた、伊勢志摩が抱
える問題について３点考察していきたい。
１．伊勢市（外宮）の空洞化
　ここでいう「空洞化」とは、内宮に人気が集中し人が集まりすぎて
外宮に人が集まらなくなってしまうという現象を指すのだが、これに
は２つの大きな要因があると考えられる。1つは外宮周辺には内宮周
本誌2011_0303m.indd   102 11/03/10   1:55
Hosei University Repository
103
辺に比べて観光客用のお店が少ないということが挙げられる。内宮に
は飲食店やお土産店などが立ち並ぶおはらい町、おかげ横丁というよ
うな情緒溢れるエリアが存在するのだが、外宮周辺にはそういったエ
リアが少ない。それ故、ガイドブックなどには内宮が大きく取り上げ
られ、内宮に人気が集中していったと考えられる。
　もう 1つは、多くの主要道路が内宮に行き着くように整備されてい
ることが挙げられる。伊勢志摩では遷宮年ごとに道路を増設する取り
組みを行っているのだが、その多くが内宮に集まるようになっており、
人の流れも必然的に内宮に集中してしまっている。その結果として観
光客のマイカーによる渋滞問題も起こっている。
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　これらの問題の対策として、伊勢市では主に２つの取り組みを行っ
ている。1つ目は「外宮から内宮へ」という参拝の流れの定着を推進
しているということだ。その具体策とは「参宮札」の配布である。こ
れは首からさげることができる手のひらサイズの木札であり、外宮前
に位置する伊勢市観光協会でのみ観光客用に配布している。観光客は
この札を所持していることによって、外宮付近の飲食店などに入店し
た際、お土産をもらえるなどの特典がある。観光協会はこれを外宮付
近限定で配布することにより、外宮を参拝し、特典を利用して食事等
を楽しんでもらい、それから内宮へという人の流れをつくることを試
みている。また、参宮札を持っていることで、地域住民にも一目で観
光客だということを把握してもらえ、コミュニケーションのきっかけ
になるというような利点もあるようだ。
　2つ目の対策としては、公共交通機関の利用促進である。前述した
ように内宮周辺では観光客のマイカーによる渋滞が問題となってお
り、この対策として公共交通機関を少しでも多くの観光客に利用して
もらうために様々なサービスを提案している。例えば、1日フリー切符、
近畿日本鉄道との連携サービス、ＣＡＮバスなどがある。ＣＡＮバス
というのは、伊勢、二見、鳥羽を循環する観光客用の周遊バスである。
これらの対策を行うことで、外宮の空洞化を防ぎ、賑わいを取り戻す
努力を進めている。
２．伊勢市周辺の志摩市、鳥羽市への観光客誘致
　近年伊勢市、特に伊勢神宮へ観光客が集中する現象が生じてきた。
これには主に式年遷宮、パワースポットブームの 2つの理由が考えら
れる。この式年遷宮というのは 20 年に一度祀られている神の社を新
しく建て替えるものであり、伊勢神宮においてこの式年遷宮が最も大
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きな行事であるといっても過言ではない。この伊勢神宮を主とした伊
勢観光をきっかけに志摩や鳥羽などの周辺エリアにも足を運んでもら
うことが伊勢志摩観光コンベンション機構の課題である。この解決策
として伊勢では大きく 2つの取り組みを掲げている。
　まず 1つ目は「伊勢志摩」としてのブランド化である。これは伊勢
市、志摩市、鳥羽市の 3つの地域と近畿日本鉄道が協力して「伊勢志摩」
という一地域での観光の活性化を図るものである。そして、2つ目に
は南鳥羽の相差（おおさつ）の海女文化の商品化が挙げられる。これ
は、相差に古くからある海女文化に「女性の願いをひとつ叶えてくれ
る」というキャッチフレーズをつけ、新たな観光地としての魅力を発
見し、またお土産などの観光商品をつくることにより観光客を誘致し
ようというものである。主にこの 2つにより、伊勢神宮参拝を目的と
した日帰り旅行客だけでなく、2泊 3日以上の滞在型観光客、また各
地域の新たな魅力発見によってリピーターの増加へつなげていきたい
と考えている。
３．運営側と地元側とのインバウンドに対する考え方の違い
　各方面のインタビューを通して、私たちは、運営側と地元側との観
光に対する考え方に違いがあるように感じた。ここでの運営側とは、
伊勢市観光協会、伊勢志摩観光コンベンション機構等であり、地元側
は旅館、おはらい町、おかげ横丁などの内宮周辺の店舗経営者である。
　伊勢には昔からの伝統行事である 20 年に一度の式年遷宮があり、
これは観光客増加の一因となるうえ、大きな経済効果ももたらしてい
る。しかし、運営側はこの行事に頼るだけでなく、さらに観光の活性
化を図るため、インバウンドに目を向けている。これには式年遷宮に
よる観光客増加に対し、その後の観光客数の減少を懸念したことによ
るものである。これに対し、地元側はこの式年遷宮を主な観光資源と
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していく姿勢のままでよいという従来からの考え方が根強いため、イ
ンバウンド観光に対してあまり積極的ではない。
　また運営側は観光客数の増加対策として、施設や公共交通機関の営
業時間を延長したいと考えているが、地元側は観光によって昔からの
生活スタイルを変えたくない、また観光を活性化させるよりも地元を
活性化させる方が重要であるという考えもある。さらに運営側も地元
に対してインバウンド誘致への資金援助や利益の保証ができないた
め、推進を強要することができず、それゆえ、地元側も金銭面に関す
る大きな負担を負ってまでインバウンド誘致へ取り組むことができな
い状態にある。
フィールドワークから見えてきた課題
　最後に、このフィールドワークから伊勢志摩地域の観光における課
題が見えてきた。観光と伝統との関係が問題になるなか、地元住民の
考える観光の在り方と運営側の考える観光の在り方にひらきがあるこ
とである。これは地元住民の考える地元あっての観光と、運営側の考
える観光を活性化させるための地元という考えにより、地元を観光資
源としてどのように扱っていくかということに大きな違いがあるとい
うことである。このようなことから考えると、伊勢志摩地域の伝統文
化を守ることと新しい観光を共存させることとの折り合いをどうつけ
るかが課題であることが分かった。今後はこのような課題に取り組ん
でいる先進例について調べていきたい。
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注
注 1	観光園については観光庁ホームページを参照した。
http://www.mlit.go.jp/kankocho/shisaku/kankochi/seibi.html　（平成 22 年 12 月
19 日取得）
注 2	昨年度の調査研究の結果、欧米の観光客とアジアからの観光客の志向に違い
があることが分かった。欧米の観光客は日本の伝統文化に関心を持っている
一方で、アジアの観光客は日本の温泉、自然、ショッピングに興味があるよ
うだ。
注 3	社団法人伊勢志摩観光コンベンション機構『伊勢志摩観光振興プラン　Re：
明日（リアス）式伊勢志摩の創出』平成 19年 9月
参考文献
社団法人伊勢志摩観光コンベンション機構『伊勢志摩観光振興プラン　Re：明日
（リアス）式伊勢志摩の創出』平成 19年 9月
http://www.iseshima-kanko.jp/outline/plan.pdf　（平成 22年 12 月 19 日取得）
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